

















































































































































































④ 「③」の疾患ないし症状が、ひきこもりの一次的要因になっている。 A そう思われる
（例：被害念慮が強くて、外出ができなくなっている、等） □ ~ 戸ニ
C どちらともいえない
⑤来室経路 (B-Dは、本人の来室の有無にかかわらず、相談の契機となった人を答えて下さい。












































































































文学部 理（エ）学器経済学部 法学部 経営学部 他・不明
表2 不本意就学者の内訳と利用実人数に占める割合
：度人嚢頃こI: I :~ I : I :i :I実；？
表3 不本意就学者の学部・学年別分布とそれぞれの利用実人数に占める割合
~ ミ 1回生 2回生 3回生 4以上 大学院 他・不明 計 利月実人穀 flj岡実人復1こ占める言1合（％）
文学部 2 4 1 3 
゜゜
10 148 6.8 
理（エ）学部 3 2 1 1 
゜゜












4 60 6.7 
経営学部 1 
゜゜゜゜゜
1 41 2.4 
他・不明
゜゜゜゜゜
2 2 32 6.3 
計 ， 8 2 7 
゜
2 28 381 7.3 
利用実人数 73 112 72 66 27 31 381 
利開実人嚢1こ占める言1合（％） 12.3 7.1 2.8 10.6 0.0 6.5 7.3 
表4 不本意就学者の男女比
性 別 男 女 計
不本意就学者（人） 12 16 28 
利用実人数（人） 146 235 381 
















































0.5 3.1 2.6 1.8 8.1 
表6 ひきこもり傾向がある者の学部・学年別分布とそれぞれの利用実人数に占める割合
五 年 1回生 2回生 3回生 4以上 大学院 他・不明 計 利月実人致 fl)開実人§に占める訂合（％）
文学部 1 5 1 2 1 
゜
10 148 6.8 
理（エ）学部 2 1 2 2 2 
゜







4 35 11.4 
法学部 1 
゜゜゜゜゜





3 41 7.3 
他・不明
゜゜゜゜゜
4 4 32 12.5 
計 5 7 4 8 3 4 31 381 8.1 
利用実人数 73 112 72 66 27 31 381 













































i llmil2004年度 戸 ヨ2000年度 I
文学部 理（エ）学都経済学部 法学部 経営学部 他・不明
表7 ひきこもり傾向がある者の男女比
性 別 男 女 計
ひきこもり傾向（人） 21 10 31 
利用実人数（人） 146 235 381 



















































1 : I A。I 8s l c6 1 °3 1 言し 1 実~~
利開実人類1こ占める冒合1%)I o.o 1.3 1.6 0.8 3.7 
表10 一次的引きこもり傾向がある者の学部・学年別分布とそれぞれの利用実人数に占める割合
~ ミ 1回生 2回生 3回生 4以上 大学院 他・不明 計 利月実人致 利月実人数1こ占める言1合（％）
文学部 1 2 1 2 1 
゜














2 35 5.7 
法学部 1 
゜゜゜゜゜






1 1 32 3.1 
計 3 3 2 3 2 1 14 381 3.7 
利用実人数 73 112 72 66 27 31 381 
札開実人嚢1こ占める割合（％） 4.1 2.7 2.8 4.5 7.4 3.2 3.7 
表11 一次的ひきこもり傾向がある者の男女比
性 別 男女計
一次的ひきこもり傾向（人） 8 6 14 
利用実人数（人） 146 235 381 


















































文学部 理（エ）学器経済学部 法学部 経営学部 他・不明
表12 一次的ひきこもり傾向がある者の来室経路
来室経路 A B C D 
人 数 7 (2) 1 (1) 1 (1) 4(3) 
表13 一次的ひきこもり傾向がある者の相談の転帰
来室経路 A B C D 











































































































































































































































玄田有史・曲沼美恵 2004 ニートーフリーターでもなく失業者でもなく 幻冬舎
衣笠隆幸 2000 自己愛とひきこもり一精神保健福祉センターの相談状況 精神療法 26(6) 586 -594 
斎藤環 1998 社会的ひきこもりー終わらない思春期 PHP新書
高石恭子：ひきこもりと不本意就学の学生相談室利用者に占める比率の変化
斎藤環 2002 「ひきこもり」の現在形 斎藤環編「ひきこもる思春期ーいかに考え、いかに向き
合うか」所収星和書店
斎藤環監修 2004 hikikomori@NHK ひきこもり 日本放送出版協会
斎藤環編 2005 [特別企画］ひきこもり こころの科学123 11 -121 日本評論社
高石恭子 2000 周辺在藉者の学生相談室利用動向とその心理的特徴について 甲南大学学生相談
室紀要第8号 30 -42 
高石恭子 2002 学生相談から見たひきこもりと不本意就学の現状 甲南大学学生相談室紀要第9号
16 -28 
高石恭子 2003 大学不登校の事例を通してみたひきこもりへの援助 甲南大学学生相談室紀要第
10号 45-56 
ARRTRACT 
Ratio Analysis of the Social Withdrawal and the Involuntary Attendance included in the Users 
of Student Counseling Room 
TAKAISHI, Kyoko 
Kanan University 
This article attempts some analysis of the ratio of students who have the problem of social 
withdrawal and involuntary attendance included in the users of Konan University Student 
Counseling Room from 2004 April to 2005 March. The questionnaire was done to 10 counselors 
and one psychiatrist. 
The results are as follows; we found 28 involuntary attendants out of 381 clients, and the 
ratio between male and female is 3:4. We had 31 social withdrawal students, and we made clas-
sification of those students into "primary social withdrawal" and "secondary social withdrawal 
having any mental disorder". In the 14 cases of primary withdrawal student, the ratio between 
male and female is 4:3. 
Then it is discussed mainly about the different points from the previous results of the 
research four years before. Those are; the ratio of social withdrawal decreased, the most marked 
decrease is found in the faculty of law. Some new group-support programs conducted in the 
Student Counseling Room are also mentioned. 
Key Words ; social withdrawal, involuntary attendance, student counseling 
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